
1　学校として目指す授業

2　児童の現状

3　児童の学力・学習状況等の課題

4　学校全体の授業改善の視点

評価 評価 評価 評価 評価 評価 評価 評価 評価 評価 評価

低

学

年

中

学

年

高

学

年

道徳

・役割演技や具体物を用

いて、登場人物の気持ち

を考えられるようにす

る。

・自分や友達の考えを聞

いたり、伝えたりしなが

ら様々な考えに気付くこ

とができるようにする。

・自分の経験や道徳的価値に

向き合うために、書く時間を

十分に確保する。

・発問に対しての考えや、自

分の経験の振り返りについ

て、ペアやグループなどでの

話し合いの時間を設定し、多

様な考えや価値観に触れさせ

る。

・児童が自分の考えをも

ち、友達との対話を通し

て多面的・多角的に考え

を深められるよう、「書

く」活動を取り入れる。

また、自分の考えの変化

や深まりを自覚できるよ

うにする。

・関係性の理解や、目的に応じた情報の整理など情報を読み取ったり活用したりする経験が浅い。

・自分の考えを整理し根拠を明らかにして文章として表現する（国語の基礎的な力も含め）ことに課題がある。

・他者との関わりの中で、他者との違いや良さに気が付きながら自らの考えを積極的に発信する力が不十分である。

・生活の中で、目的に応じた家庭学習の定着しておらず、習熟に課題がある。また、メディアをコントロールする力が弱い。

・情報の収集・整理・活用する機会を多く設定し、情報処理・情報活用能力の向上を図る。

・自らの考えを文章化したり、根拠を基に説明するための語彙力・文章力・言語による表現力を伸ばす。

・話し合い活動や体験活動の中で、自らの考えを発表する機会を多く設定し、価値づけを繰り返すことで児童の発信力・発言力を高める。

・学習に見通しをもたせ、学習の振り返りを丁寧に行うことで主体的に学習しようとする意欲を引き出し、自ら学びを改善しようとする自発性をもたせる。授

　業の中で単元計画を見直し、習熟を図る機会を設定する。

・読み比べから共通点・相違

点を思考ツールで整理し、根

拠を明確にした意見文を書か

せる。

・単元末に互いの文章を読み

合い、ルーブリックに基づき

アドバイスし合うことで、自

身の記述を再推敲させる。

・統計や資料から課題を読み

取り、思考ツールで整理して

根拠を明確にした発表を行わ

せる。

・単元の問いに対し学習前後

の考えの変化を振り返らせ、

毎時間の終わりに確認問題を

行う。

・問題把握するために、何を問われ

ているのかを児童が説明する機会を

設け、情報を読み取る活動経験を増

やす。

・問題解決の過程で数直線や図、式

等を活用し、一つの見方だけでなく

他の見方でも考え、文章で表現する

活動を継続的に設ける。

・毎時間の振り返りで、その時間で

の自分の学びや他者の考えのよさを

振り返り、事前に示した観点に沿っ

て書くことができるようにする。

・身近な現象を取り上げ、具体的場

面を想起させることで、疑問や課題

意識ををもてるようにする。

・実験結果を表やグラフにまとめさ

せ、そこから考えられることを考察

として文章で表現させる。

・仮説や予想の場面で話し合い活動

を行い、児童の発信力・発言力を高

める。

・振り返りを文章で書かせる。

・録音した演奏や友達の表現を聴き

比べ、良さや違いについて考えたこ

とを伝え合う活動を通して、自分の

表現を工夫できるようにする。

・どのように表現したいかを考えて

活動に取り組み、振り返りカードに

記入し文章化しながら、自分の課題

や工夫したいことを見付け、次の表

現に生かせるようにする。

題材と身のまわりとの関連について

意見交換をし多様なイメージをもた

せる。・友達との話合いや作品を見

合う場面を設定し、意見交流をして

自分の感想やイメージをアイデアス

ケッチや振返りカードに文章でまと

め発表する。アイデアスケッチや振

返りカードを活用して自己の作品に

ついて相手の工夫したところを活用

し、さらに自分の造形活動を自ら深

めようとする意欲を育てる。

・技能を高めるため、自分に

合った場を選んで個々の課題

に取り組んだり、互いに技を

見合ったりすることができる

よう場の工夫をする。

・学習カードを活用し、自分

の目標や課題に応じて取り組

ませ、振り返りを通して自分

の課題に気付かせるようにす

る。

外国語を使って自分の考

えや気持ちを具体的に伝

えることができるように

なるために、相手に質問

したり、答えたりする活

動を多く設定する。振り

返りを文章で書かせる。

・ゲームや体験活動を通してコミュ

ニケーションをとることの楽しさを

十分に味わわせ、自分からすすんで

学習できる素地を養う。

・簡単なゲームや歌を繰り返し行う

ことを通して、新出単語や既習表現

を楽しく覚えられるようにする

・振り返りカードを活用し、分かっ

たことやできるようになったことを

文章化する。

・録音した演奏や友達の表現から得

た気付きや考えを整理し、表現の意

図や工夫について伝え合う活動を通

して、自分の表現をよりよく深めら

れるようにする。

・どのような表現を目指すかを明確

にして活動に取り組み、振り返り

カードに記入し文章化しながら、自

分の課題を捉え、身に付けた知識や

技能を生かしながら表現を改善でき

るようにする。

・児童作品、美術作品の鑑賞や、身のまわりの

社会や他教科との関連について考え、友達と意

見交流をし、アイデアスケッチや振り返りカー

ドに書いてまとめることを通して題材や自分の

作品について新たな気づきや発想の広がりを実

感させる学習活動を展開する。

・自分の作品を展示、掲示する機会を設けて、

自分の作品についての感想や紹介、友達との意

見交流などをコメントや文章に書きまとめるこ

とで広く自己の学習活動を発信することで達成

感を自覚させる。

グループ学習を積極的に取り入れ

る。友達同士で話し合い、練習方法

を工夫したり、アドバイスをし合う

時間を設けたりすることで、主体的

に学習を進められるようにする。ま

た、活動の振り返りを自分の言葉で

書く機会を設けることで、次の活動

へつなげられるようにする。

・目標に向かって協働的に取り組め

るようグループ活動を通して、作戦

を話し合ったり、アドバイスを掛け

合う学習機会を設定する。

・自分の能力に適した学習内容の選

択を児童ができるような学習活動を

設定する。

・ワークシートを活用し、本時のね

らいや、自分の目標を踏まえたうえ

で学習に取り組ませ、振り返りを行

い課題を理解させる。

・語彙を増やしながら言葉の

意味や文章の構成などの基本

事項を理解したうえで、物語

文や説明文を読み深めさせ

る。

・書かれている文章を根拠

に、自分の考えや意見を構築

させ、発表等では、その根拠

を示させる。

・社会的事象を、今の自分の生

活と直接つなげたり比べたりさ

せながら、自分事として捉えら

れるようにし、自分の考えを文

章で書き表す活動を取り入れ、

思考を整理させる。

・資料の数値や言葉から読み取

れる事実をもとに話合いをさせ

たり、事象の理解を深めさせた

りする。

・問題を読み取る時間を意図的に取

り、「問い」をもって問題解決がで

きるようにする。

・問題場面と図や表、式を関連付け

て考え、説明できるようにする。

・筆算のしかたなど順番があるもの

は、箇条書きで自分の考えをまとめ

るようにする。

・ふりかえりで自分の学びをまと

め、次時の学びに生かさせるように

する。

・問題をつかむ際に身近な事

象や体験的な活動を取り入

れ,疑問や知りたいことを発

表する機会を多くもたせるよ

うにする。

・実験結果を基に考察やまと

めを文章で記述できるよう

に、ワークシートを活用し、

自分で記述できるような指導

を行う。

・友達の歌や演奏を聴いたり、ペア

やグループで感じたことを伝え合っ

たりする活動を通して、互いの表現

の良さに気付き、自分の表現に生か

せるようにする。

・学習のめあてや流れを分かりやす

く示して見通しをもたせ、活動を振

り返りカードに記入し、文章化しな

がら、できるようになったことや工

夫したいことに気付き、次の活動に

つなげられるようにする。

・導入で映像や画像を見ながら友達

との意見交流し、児童それぞれがイ

メージを広げていくようにする。は

じめは一緒に作品作りをし、その後

互いに見合う場を設定して友達のよ

さを取り入れて自分の作品をよりよ

くしようとする態度を育てる。作品

や活動についての意見交流を行い振

り返りをシートに書くことで達成感

をもったり次の学習に生かしたりす

るようにする。

・基本的な動きを体験し、身

に付けることができるように

多様な運動遊びを取り入れ

る。

・きまりを守り、仲良く運動

したり、場の安全に気を付け

たりすることができるように

する。

・授業の振り返りを行いワー

クシートに書かせる。

・言葉の意味を丁寧に扱いな

がら、語彙を増やしていく。

文章の構成などの基本事項を

理解させ、大切な言葉を読み

取れるような工夫をする。

・自分の考えと理由を書き、

発表する機会を作る。

・問題文を読み取るときに、

大切な言葉に着目させる。

・具体物を用いて、自分の考

えを説明できるようにする。

・計算の仕方など自分の考え

を言葉でまとめられるように

する。

・身近な人々や自然に関心を

持ち、触れ合う機会を設定す

る。そこで学んだことを生か

し、発表できる機会を設定す

る。

・近隣の林家商店街など、地

域の教材を活用する。

・図書資料やICT機器を活用

し、自分で調べ、まとめる学

習を行う。

5　各教科における授業改善の方策

国語 社会 算数 理科 生活 音楽 図画工作 家庭 体育 外国語

（３）　その他の資料を活用した分析

東京ベーシック診断シート（算数）①「数と計算」領域においては、少しずつ定着してきている。しかし、個人差があるため、引き続き習熟を図る必要がある。②「変化と関係」「データの活用」領域の正答率が低い。「２つの数量

の関係」や「データの特徴」などに着目して捉え、根拠を基に筋道を立てて考え、それを表現することに課題がある。

活用した資料名及び分析結果

清瀬市立清瀬第七小学校令和８年度　授業改善推進プラン　

互いの考えや良さに気付きながら、自らの考えを表現し情報を活用しながら児童が積極的に発信し合える授業

（１）「全国学力・学習状況調査」の分析（６年生） （２）清瀬市「学びに向かう力等に関する意識調査」の分析（４〜６年生）

学力・学習状況調査の分析 生活習慣や学習習慣に関する質問紙調査の分析

　国語科では、最も高水準なのは指導内容の「話すこと・聞くこと

（73.7%）」で、全国平均を7.9pt上回る。「情報の扱い方に関する事

項」の正答率は43.4%で、全国（52.3%）や都（56.7%）を大幅に下回

る。目的に応じた情報の整理や、関係性の理解に課題が見られる。

　算数科では、全体正答率は60%で全国平均（56.4%）を上回るが「思

考・判断・表現（40.8%）」や「記述式（42.1%）」は全国・都を下回

る。知識・技能に比べ解き方の根拠を説明・記述する力に課題がある。

　生活習慣については、朝食摂取率（89.2%）や規則正しい起床・

就寝は全国平均以上で、良好な生活リズムが定着している。  平日の

動画・SNS利用が2時間以上の児童は約46%で、メディア利用のコン

トロールが課題である。

　学習習慣では、学習の振り返りを行う児童は45.9%（全国31.4%）

と多く、主体的な学習姿勢が見られる。平日と休日の学習量に大き

な差があり、休日に自律して学ぶ習慣の定着が課題である。

・「自分が考えたことを、積極的に他の人や先生に伝えようとしている」「文章を読んで理解した

ことや考えたことなどを他の人に説明している」の項目で、４割以上の児童が否定的な回答をして

いる。「学びに向かう力、人間性等」に関する資質能力の中で、他者と関りながら互いの考えの良

さや違いに気づきながら学びを深め、自らの考えを整理し発信する力の育成が課題である。

・昨年に引き続き漢字の学習に課題が見られる。「漢字の部首の意味も考えながら覚えている」

「似た意味や反対の意味の漢字、使われている熟語などを確かめながら覚えている」の項目では漢

字・熟語に４割近い児童が否定的な回答をしている。

【授業改善推進プランの活用法】

①「１ 学校として目指す授業」を設定する。

※学校経営方針との関連を確認すること。

②「１ 学校として目指す授業」に関する各種調査の特徴的な課題を「２ 児童

の現状」にまとめる。

③「２ 児童の現状」を基に，学校全体の課題を焦点化して，「３ 児童の学

力・学習状況等の課題」にまとめる。

④「３ 児童の学力・学習状況等の課題」を基に，「４ 学校全体の授業改善の

視点」を設定する。

⑤「４ 学校全体の授業改善の視点」を基に、「５ 各教科における授業改善の

方策」を設定する。 → 教育指導課へ提出する。

⑥12月末に実施状況を評価し、３学期以降の指導に生かす。


